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アプリケーションボリュームを管理します。

アプリケーションボリュームとは

Application Volumesは、Oracleデータベースに関連する設定、インストーラ、その他の
データ以外のファイルなどの情報を格納するストレージです。

SnapCenter Plug-in for Oracle Databaseでは、アプリケーションボリューム（データボリューム以外のボリュ
ーム）とOracleデータベースの整合性のあるバックアップを作成できます。

このプラグインは、アプリケーションボリュームのバックアップとクローニングを自動化します。

• アプリケーションボリュームとOracleデータベースボリュームを1つのリソースグループで保護します。

• アプリケーションボリュームのバックアップを作成します。

• Oracleデータベースとアプリケーションボリュームのバックアップを作成します。

• ポイントインタイムまでのアプリケーションボリュームとともに、データベースのクローンを作成しま
す。

• バックアップ処理のスケジュールを設定します。

• すべての処理を監視します。

• バックアップ処理とクローニング処理のレポートを表示します。

アプリケーションボリュームを追加

SnapCenterは、Oracleデータベースのアプリケーションボリュームのバックアップとク
ローニングをサポートしています。アプリケーションボリュームは手動で追加する必要
があります。アプリケーションボリュームの自動検出はサポートされていません。

アプリケーションボリュームでは、直接NFS接続と直接iSCSI接続のみがサポートされます。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * リソース * をクリックし、リストから Oracle データベースプラグ
インを選択します。

2. [ アプリケーションボリュームの追加 ] をクリックします。

3. [ 名前 ] ページで、次の操作を実行します。

▪ [Name]フィールドに、アプリケーションボリュームの名前を入力します。

▪ [Host Name]フィールドにホストの名前を入力します。

4. [Storage Footprint]ページで、ストレージシステム名を入力し、1つ以上のボリュームを選択し、関連
付けられているLUNまたはqtreeを指定します。

複数のストレージシステムを追加できます。

5. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。
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6. [ リソース ] ページで、 View リストから * アプリケーションボリューム * を選択すると、追加したす
べてのアプリケーションボリュームが表示されます。

アプリケーションボリュームの変更

バックアップが作成されていない場合は、アプリケーションボリュームの追加時に指定したすべての値を変更
できます。バックアップが作成された場合、変更できるのはストレージシステムの詳細だけです。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * リソース * をクリックし、リストから Oracle データベースプラグ
インを選択します。

2. [ リソース ] ページで、 [ * 表示 ] リストから [ * アプリケーションボリューム * ] を選択します。

3.

をクリックし  て値を変更します。

アプリケーションボリュームを削除する

アプリケーションボリュームを削除すると、アプリケーションボリュームに関連付けられているバックアップ
がある場合、アプリケーションボリュームはメンテナンスモードになり、新しいバックアップは作成されず、
以前のバックアップは保持されません。バックアップが関連付けられていない場合は、すべてのメタデータが
削除されます。

必要に応じて、SnapCenterで削除操作を元に戻すことができます。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * リソース * をクリックし、リストから Oracle データベースプラグ
インを選択します。

2. [ リソース ] ページで、 [ * 表示 ] リストから [ * アプリケーションボリューム * ] を選択します。

3. をクリックし  て値を変更します。

バックアップアプリケーションボリューム

アプリケーションボリュームのバックアップ

アプリケーションボリュームがいずれのリソースグループにも属していない場合
は、[Resources]ページからアプリケーションボリュームをバックアップできます。

• このタスクについて *

デフォルトでは、整合グループ（CG）バックアップが作成されます。ボリュームベースのバックアップを作
成する場合は、 _web.config ファイルで EnableOracleNdvVolumeBasedBackup の値を true に設定する必
要があります。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * リソース * をクリックし、リストから Oracle データベースプラグ
インを選択します。
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2. [ リソース ] ページで、 [ * 表示 ] リストから [ * アプリケーションボリューム * ] を選択します。

3. *をクリックし 、ホスト名とデータベースタイプを選択してリソースをフィルタリングします。

次に、**をクリックしてフィルタペインを閉じることができます 。

4. バックアップするアプリケーションボリュームを選択します。

[Application volume - Protect]ページが表示されます。

5. [Resource]ページで、次の操作を実行します。

フィールド 操作

Snapshotコピーにカスタムの名前形式を使用する このチェックボックスをオンにして、Snapshot名
に使用するカスタムの名前形式を入力します。

たとえば、customText__policy_hostname

やresource_hostnameなどです。デフォルトで
は、Snapshot名にタイムスタンプが追加されま
す。

アーカイブログデスティネーションをバックアッ
プから除外

バックアップしないアーカイブログファイルのデ
スティネーションを指定します。

6. [Policies] ページで、次の手順を実行します。

a. ドロップダウンリストから1つ以上のポリシーを選択します。

**をクリックしてポリシーを作成することもできます 。

[ 選択したポリシーのスケジュールを設定 ] セクションに、選択したポリシーが一覧表示されま
す。

b.
スケジュールを設定するポリシーの[Configure Schedules]列で、 をクリックします。

c. [Add schedules for policy_name] ウィンドウで、スケジュールを設定し、 [OK] をクリックしま
す。

_policy_name_は 、選択したポリシーの名前です。

設定されたスケジュールは、 [ 適用されたスケジュール ] 列に一覧表示されます。

7. [ 通知 ] ページの [ 電子メールの設定 *] ドロップダウンリストから、電子メールを送信するシナリオを
選択します。

また、送信者と受信者のEメールアドレス、およびEメールの件名を指定する必要があります。リソー
ス上で実行されたバックアップ処理のレポートを添付する場合は、 [ ジョブレポートの添付 ] を選択し
ます。
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Eメール通知を使用する場合は、GUIまたはPowerShellコマンドSet-SmSmSmtpServerを使
用して、SMTPサーバの詳細を指定しておく必要があります。

1. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

アプリケーションボリュームのトポロジページが表示されます。

2. [ 今すぐバックアップ ] をクリックします。

3. Backup （バックアップ）ページで、次の手順を実行します。

a. リソースに複数のポリシーを適用している場合は、「 * Policy * 」ドロップダウン・リストから、
バックアップに使用するポリシーを選択します。

b. [ バックアップ ] をクリックします。

4. 操作の進行状況を監視するには、 * Monitor * > * Jobs * をクリックします。

アプリケーションボリュームリソースグループをバックアップする

アプリケーションボリュームのみ、またはアプリケーションボリュームとデータベース
が混在したリソースグループをバックアップできます。リソースグループのバックアッ
プ処理は、リソースグループに定義されているすべてのリソースに対して実行されま
す。

リソースグループに複数のアプリケーションボリュームが含まれている場合は、すべてのアプリケーションボ
リュームにSnapMirrorまたはSnapVaultレプリケーションポリシーを設定する必要があります。

• このタスクについて *

デフォルトでは、整合グループ（CG）バックアップが作成されます。ボリュームベースのバックアップを作
成する場合は、 _web.config ファイルで EnableOracleNdvVolumeBasedBackup の値を true に設定する必
要があります。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * リソース * をクリックし、リストから Oracle データベースプラグ
インを選択します。

2. [ リソース ] ページで、 [ * 表示 ] リストから [ * リソースグループ * ] を選択します。

リソースグループを検索するには、検索ボックスにリソースグループ名を入力するか、をクリック
し てタグを選択します。次に、をクリックしてフィルタペインを閉じることができます 。

3. [ リソースグループ ] ページで、バックアップするリソースグループを選択し、 [ 今すぐバックアップ
* ] をクリックします。

4. Backup （バックアップ）ページで、次の手順を実行します。

a. 複数のポリシーをリソースグループに関連付けている場合は、「 * Policy * 」ドロップダウンリス
トから、バックアップに使用するポリシーを選択します。

オンデマンドバックアップ用に選択したポリシーにバックアップスケジュールが関連付けられて
いる場合、オンデマンドバックアップは、スケジュールタイプに指定した保持設定に基づいて保
持されます。
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b. [ バックアップ ] をクリックします。

5. 操作の進行状況を監視するには、 * Monitor * > * Jobs * をクリックします。

検証処理はデータベースに対してのみ実行され、アプリケーションボリュームに対して
は実行されません。

アプリケーションボリュームのバックアップをクローニング

SnapCenterを使用して、アプリケーションボリュームのバックアップをクローニングで
きます。

• 始める前に *

root以外のユーザとしてプラグインをインストールした場合は、実行権限をプリスクリプトディレクトリとポ
ストスクリプトディレクトリに手動で割り当てる必要があります。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * リソース * をクリックし、リストから Oracle データベースプラグ
インを選択します。

2. [ リソース ] ページで、 [ * 表示 ] リストから [ * アプリケーションボリューム * ] を選択します。

3. アプリケーションボリュームの詳細ビューまたはリソースグループの詳細ビューでアプリケーション
ボリュームを選択します。

アプリケーションボリュームのトポロジページが表示されます。

4. [コピーの管理]ビューで、ローカルコピー（プライマリ）、ミラーコピー（セカンダリ）、バックアッ
プコピー（セカンダリ）のいずれかのバックアップを選択します。

5.
表からバックアップを選択し、**をクリックします 。

6. Location ページで、次のアクションを実行します。

フィールド 操作

プラグインホスト クローンを作成するホストを選択します。

ターゲットリソース名 リソース名を指定します。

7. [Scripts]ページで、クローニング前に実行するスクリプトの名前、ファイルシステムをマウントするコ
マンド、およびクローニング後に実行するスクリプトの名前を指定します。

8. [ 通知 ] ページの [ 電子メールの設定 *] ドロップダウンリストから、電子メールを送信するシナリオを
選択します。

また、送信者と受信者のEメールアドレス、およびEメールの件名を指定する必要があります。実行し
たクローン処理のレポートを添付する場合は、 * ジョブレポートの添付 * を選択します。
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Eメール通知を使用する場合は、GUIまたはPowerShellコマンドSet-SmSmSmtpServerを使
用して、SMTPサーバの詳細を指定しておく必要があります。

1. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

アプリケーションボリュームのクローンをスプリットする

SnapCenterを使用して、クローンリソースを親リソースからスプリットできます。スプリットされたクロー
ンは親リソースから独立します。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * リソース * をクリックし、リストから Oracle データベースプラグ
インを選択します。

2. [ リソース ] ページで、 [ * 表示 ] リストから [ * アプリケーションボリューム * ] を選択します。

3. クローニングされたリソースを選択し、をクリックします 。

4. スプリットするクローンの推定サイズとアグリゲートで使用可能なスペースを確認し、 * Start * をク
リックします。

5. 操作の進行状況を監視するには、 * Monitor * > * Jobs * をクリックします。

アプリケーションボリュームのクローンを削除する

不要になったクローンは削除できます。他のクローンのソースと同様に機能するクローンは削除できません。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * リソース * をクリックし、リストから Oracle データベースプラグ
インを選択します。

2. [ リソース ] ページで、 [ * 表示 ] リストから [ * アプリケーションボリューム * ] を選択します。

3. リストからリソースまたはリソースグループを選択します。

リソースまたはリソースグループのトポロジページが表示されます。

4. [ コピーの管理 ] ビューで ' プライマリまたはセカンダリ（ミラーまたはレプリケートされた）ストレ
ージ・システムから [ クローン *] を選択します

5. クローンを選択し、 をクリックします。

6. Delete Clone ページで、次の操作を実行します。

a. [* Preclone delete * ] フィールドに、クローンを削除する前に実行するスクリプトの名前を入力し
ます。

b. Unmount * フィールドで、クローンを削除する前にクローンをアンマウントするコマンドを入力
します。

7. [OK]*をクリックします。
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